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はじめに .

筆者は､ 音楽学 の 立 場か ら､ 井上 ひ さ し (19 3 4 - ) の 舞台

作 品 に お ける歌の 活 用 に 関 心 をもち､ 歌の 視点 か ら井上戯曲

を読み角牢く作業を行 っ てお り､ 『国語 元年』 に続いて (坂本200 3) ､

今回 は時代 設定 が 『図譜 元年』 と も部分 的 に重 な る 『黙阿禰

オ ペ ラ』(井上1 998)
( 1)

を取り上ける｡ 『黙阿禰オ ペ ラ』( 全 二

幕六場｡ 音楽担当 宇野誠 一 郎) は､ 幕末か ら明治にかけて ､

江戸 歌舞伎 の 最 後の 栄 光 を担 っ た狂 言作 者 の 河竹黙阿禰 (劇

中 の 名は新七で あ るが､ 本稿は黙 阿禰 て 通す｡ 1 8 1 6
-

1 8 9 3)

の 評伝劇で ､ 時代設定は嘉永6 年 (18 5 3) か ら明治14 年 (1 8 8 1)

ま で で ある｡

歌 の 視 点か ら 『黙 阿禰オ ペ ラ』 を読む に は､ 歌舞伎､ オ ペ

ラ ､ 日本 にお ける西洋音楽の 導入 と い う3 本の 音楽 ･ 芸能史

の 流れ を意識する必要が あ る｡

一

つ めの 歌舞伎 に関 して は､

黙阿禰 が
, 『三 人吉 三 廓初員 (三 人 吉三)』 (18 6 0) ､ 『青砥稿花

紅 彩画 (自浪 五人 男)』 (1 8 6 2) , 『天 衣粉上 野初花 ( 河内山)』

(18 8 1) な どの 傑作 を書き､ 創作の 絶頂期か ら引退 する まで

の 時期で あ る｡ 『黙 阿禰オ ペ ラ』 で は､ 黙 阿禰の 代表作『三 人

吉 三』 を は じめ､ 歌舞伎の 名せ りふ を聞か せ る場面が 4 回 あ

る (表 1
-

A ) ｡ 二 つ めの オ ペ ラ に関 して は､ (5 8 頁 に続く)

表1 . 『黙 阿禰 オ ペ ラ』で 使 用 され る歌 舞伎の せ りふ ､ オ ペ ラ

の ア リア ､ 劇中歌 一 覧

A . 歌舞伎の せりふ ([ ] 内は演唱者)

①瀬川如 皐『与話情 浮名横櫛 (切 られ 与三)』 より ｢ エ ゝ

こ新 造さ ん -
､ おか みさ ん - ｣ [ 五郎蔵､ と ら]

(2 2 - 2 3 頁)
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②河竹黙 阿禰 『都 鳥廓白浪 (忍 ぶの 惣太)』 より ｢ 殺すも

因果 ､ 殺さ るる も因果｣ [ 円八] (4 6 頁)

③河竹黙阿禰 『三 人吉 三 廓初員 (三 人吉 三)』 よ り ｢ 月 も

臆 に白魚の｣ [ 五郎蔵､ 久次､ 円八 ､ 孝之進､ 黙阿禰]

( 94
-

9 5 頁)

④河竹黙阿禰 『天 衣粉上野初花 (河内山)』 よ り ｢ やあ､

い か様に しらを切 らる ゝ とも｣ [ おみ つ] (19 3 - 1 9 4 頁)

B
. オ ペ ラ の アリア

①ヴ ェ ル ディ V e r d l , G l u S e p p e 『椿姫 L a T r a v l a t a』 よ

り ｢ 乾杯の 歌B r l n d l S l｣ (1 0 8 頁)

②ベ ツ リ
ー

ニ B elll n l
,
V l n C e n Z O 『ノ ル マ N o m a』 より

｢ 清らか な女 神よ C a s t a D I V a C h e l n a r g e n tl｣

(1 1 2 頁)

③ ロ ッ シ
ー

ニ R o s s l n l
,
G I O a C C h l n O 『セ ヴイ リア の 理髪 師

II B a r b l e r e d l S e v l gl l a』 より ｢今の歌声は U n a V o c e

P o c o ｣ ( 1 4 4 頁)

C . 劇中歌 ([ ] 内は歌唱者)

① ｢ 花 火 の 歌｣ [ おせ ん] (72 頁)

※ 『黙 阿爾オ ペ ラ』 の オ リ ジナ ル ソ ン グ か｡

② ｢月 も臆 に｣ [ おせん｡
バ ッ ク コ

ー ラス 五郎蔵､ 久次､

円八 ､ 孝 之進 ､ おみ つ
､ 黙 阿禰 ｡

ピア ノ 陳青年]

(1 7 3
-

1 7 7 頁)

※歌詞 は黙阿禰 の 『三 人 吉 三』(表 1
-

A ③) よ り｡

旋律はビゼ ー B I Z e t
,
G e o r g e s 『カル メ ン C a r m e n』

よ り ｢ ハ バ ネ ラ H a b a n e r a ｣ ｡



黙l何滴 よ り 3 歳上 の 作 曲 家の ウ ェ ル テ イ (18 1 3 - 1 9 0 1 ) か ､

黙 阿禰 に 劣 らす旺 盛 な創作 力をも っ て ､ 『椿姫』 (1 8 5 3) ､ 『運

命 の 力』(1 8 6 2 ) ､ 『ア イ
ー

ダ』 (18 7 1) な どの 傑 什 を書 き ､ イ

タ リア の ロ マ ン 虎オ ペ ラ の 黄 金時代 を築 い た 時期 て ある｡ 『黙

阿禰オ ペ ラ』 で は､ ウ ェ ル テ ィ の 代表 作 『椿姫』 を は じめ､

イ タ リア オ ペ ラ の 名ア リ ア 3 曲 をオ ル コ
ー

ル て 聞 かせ る (義

1 - B ) ｡ 三 つ め の 日本にお ける西 洋音楽 の 導人 に関 し て は､

『熱 阿禰 オ ペ ラ』 の 作者は､ おせ ん と い う､ 黙 阿弓術が 親代わ

り に な っ て 面 倒 を見 て い る 娘を登 場 させ ､ 次 の よ うな音楽人

生を創作 したo すなわ ち､ おせん は､ 柳橋の お酌て あ っ たが､

パ リ 万 国博覧会 (18 6 7) に幕府 の 使節団と とも に 渡 欧さ せ ら

れ た の を機 に オ ペ ラ歌手 に なる ｡ そ の 後､ 明冶1 2 年 (18 7 9)

に 文 部省 に創.殺され た音楽取調 掛 に 採用 され ､ 今度は唱 歌教

育の 実施 に向 け､ ア メリ カ に 留 学さ せ られ る｡
この おせ ん の

物語 は ､ 前述 の 歌舞伎 とオ ペ ラ の 2 つ の 歴 史の 流れ を交錯さ

せ る役 割を担 っ て い る｡ 『黙阿禰 オ ペ ラ』 て は､ おせん に ､ 渡

欧以前に 1 曲､ オ ペ ラ歌手 に な っ て 帰 国後に 1 曲 ､ 合計 2 曲

歌わせ て い る
｡

歌舞伎 の 七五 調 の せ りふ は､ 歌 うよ う に 語 られ るか
､ も ち

ろん､ 歌て は な い ｡ また ､ オ ル ゴ ー

ル の ア リア は､ オ ペ ラ歌

手 の 声の 質まで 再生 て き な い ｡ した か っ て ､ 『黙 阿禰オ ペ ラ』

て 劇 中歌と言 える の は ､ お せ んが 歌う次 の 2 曲 ( タイ トル 記

載な し) た けて あ る｡ 1 曲め は江 戸 の 俗 曲調 の 歌 で ､ 本 稿て

は､
｢ 花 火の 歌｣ と 呼ふ (静三 幕o 7 2 頁) 0

｢ 花 火 の 歌｣ は ､ テ

キス トに明記 され て は い な い か､ 『黙阿輔オ ペ ラ』 の オリ ジナ

ル ソ ン グと思 われ る｡ 2 曲め は､ 本稿 て は ｢ 月 も月龍に｣ と呼

ふ (第五 幕｡
1 7 3 - 1 7 7 頁) か

､ 『三 人吉 三』 の お嬢吉 三 の 名せ

りふ ｢ 月 も月龍に 白魚 の｣ を ､ ヒ セ - (1 8 3 8 - 7 5) 作 曲 の オ ペ

ラ 『カル メ ン』(1 8 7 5) の ア リア ｢ ハ ハ ネ ラ｣ の旋律に の せて ､

ピア ノ 伴奏て 歌うも の て あ る｡
｢ 月 も月龍に｣ て は ､ 『黙阿禰 オ

ペ ラ』 の 登場 人物 た ちも､ お せん の 歌の ハ ソ ク コ
- ラ ス を拒

当す る (以 上表 1 - C ) ｡ そ して ､ おせ んた ちか ｢ 月も臆に｣

を 歌う シ
ー

ン が ､ 『黙阿輔 オ ペ ラ』 の 最大 の 見せ 場て あ る｡

と こ ろて
､ 表 1 - A の 歌舞伎 の せ りふ は､ 歌舞伎 役者て は

な く､ 江戸 の 庶 民 たち か歌舞伎役 者を まね て 語 る設 定 に な っ

て い る｡ また ､ 表 1 - B の ア リ ア を演奏するの は､ オ ペ ラ歌

手 で は なく ､ オ ル ゴ
ー

ル と い う名 の 自動演奏装置て あ る｡
つ

ま り､ 『黙 阿禰オ ペ ラ』 は ､ 歌舞伎 の せ りふ も ､ ア リア も､ 本

物 て は な い もの を 聞か せる o また ､ 表 1 - C の ｢ 花火 の 歌｣

は 江戸 の 俗 曲 て は なく ､ そ れ に 似せ た現 代 の 創 作 曲と 見 られ

る｡
｢ 月 も臓 に｣ に なる と､ 歌舞伎 の せりふ と は言 えな い し ､

オ ペ ラ の ア リア と も言 えな い 歌て あ る｡ しか し ､ 『黙 阿禰オ ペ

ラ』 で は ､ 本物 て は な い せ りふ や歌か 生 き生 きと した 魅 力を

放 っ て い る
｡ それ は なせ な の か ｡

こ )
)

= .
)

日本 に は､ 歌舞伎役 者 の 口跡 をまね る ｢ 声色｣ と い う芸 が

あり ､ 声 色は ､

｢ 録 音 技術 な き時代 の ､ 音 の 複 写装 置｣ (加 藤

19 6 5 1 8 4) て も あ っ た ｡
｢ 声色屋｣ と い う芸 人が い て ､ 『黙阿

輔 オ ペ ラ』 の 登場 人物 た ち の よ うに ､ 歌舞伎 見物 なそ 高根 の

花 と思 っ て い る貧 し い 庶 民 の 需要 に こ た えて い た ｡ また､ 声

色は､ 『黙阿 禰オ ペ ラ』 の 登場 人物 たちが 好ん て や るよ うに ､

素人 の 余 興 と して も人 気か あ っ た
｡ 声色 は

､ 今日て も ｢ 声帯

模写｣ の 名て 続け られ て い る0 日本人 は､ 声色 に .

｢ 絶対 に 本

物 に な り得 な い と い っ た こ と を前 提 と して｣ ｢ 永遠 の 近似 値を

追 う｣ (尾崎1 97 1 2 2 3) と い う独特 の 興 趣 と存 在価値を見 い

だ し､ 声色 を漬 して き た｡ オル ゴ -

ル も ､ 昔 の 複写 装置で あ

り ､ 人 間 の 声 を完全 に は再 現て き なく て も ､ オ ル コ
ー

ル 自体

の 音 色か 好 まれ て い る点 て は ､ 声色 と似て い る｡
｢ 月 も腫 に｣

も､ 黙 阿禰 の 作詞 ､ ヒ ゼ ー

の 作 曲 に よ る 一

種 の ア リ ア て は あ

るが
､

ベ ル ･ カ ン ト B el C a n t 唱 法 に よ るオ ペ ラ歌手 の 声色

と い う見方 もて き る｡ 『黙 阿㈱オ ペ ラ』 は ､ 日本 人か愛好 した

声色 をよ りと ころ に して ､ 本物て はな い せ りふや歌を癌用 し､

豊能 な音空 間 を作 り上け て い る の て ある｡

｢ 月 も月龍に｣ は ､ 歌舞伎 の 側 か ら見る と､ オ ペ ラ風 の 声色

て あ る
｡

しか し
､ オ ペ ラ の 側 か ら見ると ､ 歌舞伎趣 味の ア リ

ア て あるo こ の よう に 両義的 な ｢ 月 も臓 に｣ は ､ 西[=Yi音楽 の

導 入 に よ り ､ 日本 の 歌舞伎 の 価 値観か 大 きく 揺 ら い た 時代 を

扱う 『黙 阿禰 オ ペ ラ』 の テ
ー

マ ソ ン グにふさわ し い
｡ そ こ て

､

｢ 月 も臆 に｣ が内包 して い る 日本 人 と西 作音楽の 問題 か ら､

江戸 か ら明冶 - の 時 代の 連 続性､ あ る い は非 連続性 に つ い て

考 察す る こ とて
､ 『黙 阿禰 オ ペ ラ』 と い う作品 を理解 す るため

の 歌 の 重 要性 を検証 した い
｡ なお ､ 本 稿に お ける 『黙 阿禰 オ

ペ ラ』 か ら の 引用 は新 潮文庫 本 に基 っ き ､ ( ) 内に 引用 頁を

I
p己すo

1 q 声色を遣う快感

『黙 阿禰オ ペ ラ』 の 登 場 人物 た ちは､ 黙 阿弓爾以外 は貧 し い

庶民 で あ るか
､ 彼 らか 好ん て 声色 を遣 うの は､ 声の 複写 技術

を駆 使 しな が ら､ 歌舞伎 の 世 界 の ス
ー パ - ヒ ー ロ - と現 実 の

ち っ ぽ けな 自分 と の 落差 を限 りなく 縮めて い く 快感 が たま ら

な い か らた ろ う｡ 特 に彼 らか 好 むお 嬢吉 三 の 名せ りふ ｢ 月 も

月龍に白魚の｣ に つ い て は､ 表 1 - A と C に 示すよ うに ､ ます､

歌舞伎役者 の 声色 で 聞 かせ ､ 次に ､ オ ペ ラ風 の 声色 で ( つ ま

り ｢ 月 も臆 に｣ を歌う こ とて) 聞 かせ て い る｡

五郎 蔵は､ せ りふ を語 る前 に , 口 まねて ｢ コ
ー ン｣ と い う

時 の 鐘 を入 れ ､ 春 の 夕暮れ の 雰囲 気作 りか ら始め て い る｡ す

ると､ 鐘 の 音が消え るま て の 時間 待ちを して い る 五郎蔵の す

きを つ い て ､ 久次 ､ 孝之 進､ 円八 の ｢ 科白の 追 剥 き野 郎｣ (9 4

戻) たちか
､

｢ 月も臆 に白魚 の｣ か ら ｢ 時に帰 る川端 て｣ まで ､

一 句す つ
､ 矢 継 ぎ早 に せ りふ を語 り ､ 五郎戯 に

一

句 も渡さ な

い ｡ さす か に ､ 円八 か 気 の 毒 か っ て ｢ み んな て
一

つ に 気 を寄

せ て やりま し ょ うよ｣ と提奏し､
｢ 思 い か けなく手 に 入る百両｣

の せ りふ は､ 黙 阿摘 も含め て 5 人で 唱 和 し ､ 五郎蔵 も機嫌 を

直 して い る (94 - 9 5 頁) ｡

こ の よう に､ 江戸 の):t!:民 を酔わせ るせ りふ を書く黙 阿禰は､

｢ 江 戸 の 言葉か 西岸 の 節 に の る と はノ敵えな い｣ (1 7 2 頁) と断

言す る｡ 確か に ､
｢ ハ ハ ネ ラ｣ の 旋 律 は､ お 嬢吉 三 の 江戸 言葉

て は な く ､ カ ル メ ン か 歌 うフ ラン ス 語 の 抑揚 や リ ス ム を最大

限 に 生 か す へ く ､ ヒ ゼ ー が 作 曲 し たも の な の て ､ 黙 阿涌 か 言

う の は も っ と もて ある
｡

しか し ､ おせん は ｢ お しさ ん ( - 黙

- 8 8 -



歌声と声色

阿禰) の 科白はオ ペ ラ にの り ます｣ (173 頁) と主 張 する
｡ 実

際､ おせ んが 歌う ｢ 月 も月龍に｣ は ､ 少 な く とも､ そ の 場に 居

合わ せ た 『黙阿禰 オ ペ ラ』 の 登場人物た ち を納得させ る出来

で あ っ た
｡ お せん は ､ 旅 回 りの 女 形 で あ るお 嬢吉 三 を､ ジ プ

シ ー 女の カル メ ン に 見立 て て 歌い
､ あたか も ､ 黙阿禰 が書く

白浪物 の 主 人公た ちが
､

｢ 太 く短 く 生き て やれ と 一 気 に別 世界

- 跳ぶ｣ (9 2 頁) つ もりて 悪 の世 界に走 るよ うに
､ 江 戸 と西洋

の 間の 壁 を､ 持 ち前の 歌唱 力を使 っ て 飛び 越 えて しま っ たの

で あ っ た｡

おせ ん の 歌声に ､ さ っ そ く､ 五郎蔵､ 円八､ 久次 ､ 孝之 進

の 4 人 の 声色好き が反応 し
､ お せん の バ ッ ク コ

ー ラス を担当

して ｢ 百両｣ と合い の 手 を入れ る (17 4 ､ 1 7 7 頁) ｡ 次 に ､
｢ 百

両｣ の バ ッ ク コ
ー ラス に加わ るの は

､ お せ んの 義姉で ､ や は

り声色好きの おみ つ で あ っ た｡ 彼ら は､
｢ 新ちや ん ､ い い 気分

だぜ ｡｣ (五 郎蔵) ､
｢ おみ っ ちゃ ん も唄 っ て ますよ｡ ｣ ( 円八) ､

｢ ほん と､ 簡単なん だ よ｡｣ (久 次) ､
｢ た だ､ 百両 ､ と云 えば

い い のた ｡｣ (孝之進) ､
｢ ほら､ く るせ ､ く るぜ ､ く るぜ

｡｣ (五

郎蔵｡ 筆者注 .
バ ッ ク コ

ー ラス が ｢ 百 両｣ と歌う出番が く る

とい う意味で あ る) (以上
､

1 7 6 - 1 7 7 頁) と 口 々 に誘 え は､ 黙

阿摘も､
｢ 百両｣ の バ ッ ク コ

ー ラス に ｢ つ い 加わ っ て しまう｣

(1 7 7 頁) ｡ こう して 気分良く歌い 終えた の ち､
｢ 一

同 ､ 自分た

ちがや っ て しま っ た こ とに 呆然､ しば らく立 ち尽 く して い る｣

(1 7 7 頁) ｡ 黙阿禰 た ちもまた､ ひ い き役者にか け声 を発する

見物衆 の よ うに､
｢ 百 両｣ と声をか けた勢 い で ､ おせん と 一

緒

に
､ 江 戸 と西洋の 間の 壁 を飛び 越 えて しま っ た の で あ っ た ｡

それで も､ 五 郎蔵には､
｢ 慣れ ち まえば ピア ノ の 昔 っ て の も

悪くね えや｣ (1 7 7 頁) と言 っ て ､
ピア ノ を伴奏 した 陳青年に

心 づ けを渡す ような 呑気 さ があ っ た ｡ しか し､ 黙 阿禰 は五郎

蔵よ りも複雑な 心境で あり ､
｢( 江戸 の 言葉と西洋の 節 は) た

また ま合 っ ただ けだ とおもう｡｣ (1 7 8 頁) と負け惜しみを言う｡

その ため､ おせん には ｢ その たまたまが しは しばあるの よ｣ (17 8

育) と言われ ､ 五 郎蔵 には ｢ 河竹新ち や んの 負け戦さ｣ と噺

され る始末で ､ 黙阿禰 は ｢ 口 を 『- 』 の 字に固く結ん で い る｣

(1 7 8 頁) ｡ しか し､ 黙 阿禰 は
, なせ ､ 負 け惜 しみ を言 っ たの

た ろうか
｡ 黙 阿禰 は､ 実は､

｢月 も臆に｣ に対 して ､ 意外 と抵

抗感 をも っ て い な い 自分に 気づ い て い る( 2)
0

｢ 江戸 の 言 葉｣ と

｢ 西洋 の 節｣ は相容れ な い 関係で あ っ て も､

一 度､ 歌 っ て し

まえば ､ 両 者は ､ 五郎蔵の 言葉を借り るなら､
｢ そう六 ケ敷く

出ね えで ､ うま く ごち や まか して｣ (1 7 2 頁) ､
｢ 月 も月龍に｣ の

よ うな ご っ た煮を作 っ て しま う｡ それ ほ どに 融通 無碍 な 歌の

力に 後押 しさ れ､ 黙阿禰 は ｢ 百 両｣ と 声を発 して い た｡ ただ

し､ 辛 う じて ｢ た また ま合 っ た だ け｣ と言 っ た黙 阿禰は ､ 五

郎蔵と は異 なり､
｢ 江戸 の 言 葉｣ と ｢ 西 洋 の 節｣ の 間に生 じる

はず の 摩擦さ え､ な か っ た こ と に して しまう ほ どの 歌の 魔力

をも､ 直感的 に悟 っ たの で はな い か ｡

2 .
｢ 月も臆 に｣ の歌詞と旋律の 関係

『黙 阿禰オ ペ ラ』 の テ キス トは ､
｢ 月 も臆 に｣ の 歌詞 を掲載

して い て も､ 楽譜を欠 い て い る｡ 楽譜が入手 で きな い こ とは､

本 稿の ように､ 歌の 視点か ら 『黙阿禰オ ペ ラ』 を読む には 情

報不足 で あり､ 頭の 痛い 問題 で あるo

一

般の 読者に と っ て も､

文庫本で 5 頁 に 及ぶ ｢ 月 も膿 に｣ の 歌詞 (173 -

1 7 7 頁) を読

ん だだ けで は､ 舞台 で の 歌唱 シ
ー

ン を想像する の は難 しい だ

ろ う｡ ま して ､ ビゼ ー

の ｢ ハ バ ネ ラ｣ の 旋律を知ら な けれ ば

な おさらで ある｡ それ で も､ 筆者は､
｢ 月 も月龍に｣ の 原 曲で あ

る ｢ ハ バ ネラ｣ の 楽 譜 (本稿は A lk o r 版を使用 する) を参照

し､
｢ 月 も臆に｣ の 歌詞 (お嬢吉 三 の ｢ 月も臆 に白魚の｣ の

一

連 の せ りふ) と旋律 (｢ ハ バ ネ ラ｣) の 関 係 を検討 し､ 江戸 の

言葉を西洋 の節にと の よ うにの せて い るか を明 らかに したい ｡

｢ 月 も腰 に｣ に つ い て ､ お せん は ｢ 新七 お じさん の 科白は

オ ペ ラにとて も合うん で すよ｣ (1 6 8 頁) と言うが､ 実際には､

｢ ハ バ ネ ラ｣ の 旋律の 長さ や音符の 数に 合わ せ るた め に､ お

嬢吉 三 の せ りふ の 方 をカ ッ ト したり､ 新 しい言 葉を加えた り､

一 部改変するな どの 調整 を しなけれ は な らな い
｡

｢ 月 も臆 に｣ の 第 1 節で は､
｢ 月も月龍に白魚の / 築も霞む春

の 空/ つ め たい 風 もほ ろ酔ひ に/ 心 持ち よく うか うか と｣ の

せ りふ は
､ その まま､

｢ ハ バ ネラ｣ の 旋律に 当て は めて い る｡

しか し､ そ の あ とに ､ お 嬢吉三 の せ りふ には ない ｢ は る､ は

る ､ は る､ の よ (春､ 春､ 春の 夜)｣ とい う言葉を加え て い る

(楽譜 1 ) ｡ それ に続く お嬢吉三 の せ りふ は
､

一

部手 直し して

｢ ハ バ ネラ｣ の 旋律に 当て はめて い る｡ すなわ ち､
｢ 浮かれ 烏

の (｢ 月も臆 に｣ で は ｢ が｣) 只
-

羽/ 時に 帰る川 端 で ( ｢月 も

臆 に｣ で は ｢ 川 辺 で｣) / 樟の 雫 が濡 れ手 で 粟 (｢ 月 も臆 に｣

(五 郎 蔵) オ ッ い い ね え｡ ( 円八) ェ ゝ 合 っ て ますね え｡ (久次) み ごとぴ っ た り｡ (孝之 進) ま るで 誹 らえ た よ うだ の
｡ ◎

(カル メ ン) l
√

a
-

m o u r
/ l

√

a- m o u r / 1
′

a
-

m o u r
.

/

楽譜 1 .
｢ 月 も臆に｣ と ｢ ハ バ ネ ラ｣ ①春/ 悲

⑳ 五郎蔵､ 円八､ 久次 ､ 孝之進 の せ りふ は､ おせ ん が歌 っ て い る最 中 に 入れ る｡
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1
′

a- m o u r /



て は ｢ 粟 の｣) ｣ の 部分 て ある ｡ しか し､ 次の ｢ 思 い が けなく

手 に 入 る百両｣ の せ りふ は､

｢ 思 い が けなく手 に人 る｣ が カ ッ

トされ ､
｢ 百両｣ の 部分た け､ 五郎蔵た ち の バ ッ ク コ

ー ラス か

担当す る (楽譜 2 ) ｡ それ に続く ｢ ほ ん に 今夜は節分か｣ は ､

おせ ん の た めに ｢ 節 分か し ら｣ と女性 の 吾桑使い に 改 め て い

る｡ 次 の ｢ 西 の 海 よ り川 の 中/ 落ち た夜鷹は厄落 し/ 豆 沢 山

に
一 文 の / 銭 と追 っ て 金包み｣ の せ りふ は カ ッ トされ ,

｢ ほ ん

に今夜は節分か しら｣ か ら - 飛び に ｢ 春か ら縁 起か い い わ え｣

に つ な い て 第 1 節 を終える
｡

な お ､ 第1 節て 省 略され た ｢ 西

の 癌 より川の [1 り か ら ｢銭 と違 っ て 金包み｣ まて の せ りふ は､

策2 節の 歌詞 と して 使われ る｡ 続い て ､
｢ は る ､ はる ､ はる ､

の よ｣ と ｢ ほ ん に今夜は節分か しら/ 春か ら縁起が い い わ え｣

の 部 分が第2 節て も使わ れ ､ 2 度繰 り返 され て ｢ 月 も臆 に｣

は終 わ る｡

｢ は る ､ は る ､ はる ､ の よ｣ と ｢ 春か ら縁 起 が い い わ え｣

の 部分は､

｢ 月 も脈巨に｣ の 中て も聞か せと こ ろ と言 っ て よ い ｡

ます､
｢ はる ､ はる ､ は る ,

の よ (春､ 春 ､ 春 の 夜) ｣ の 部

分 は ,
｢ ハ ハ ネラ｣ て は､ カ ル メ ン に と っ て 最 も重要な言葉て

( 六人) 魯 ひ や

あ る ｢ 恋 I} a m o u r｣ を 4 匝!続けて 歌 っ て い る.
｢ 月 も臆 に｣

て は､
｢ ハ ハ ネ ラ｣ の ｢ 恋 L

'

a m o u l
-

J を､ そ の発音 [ a m u : r] ､

な かて も ｢ a ｣ と ｢ u ｣ の 母音を生 か し
､ 同時 に､ 節分 と い

う 時節 を生か す ため ､
｢ 春｣ ([h a r u ]) と い う言葉 に 置き換え

て い る (楽 譜 1 ) ｡
たた し ､

｢ は - る -

｣ と 歌うた けて は い か

に も間 延ひ し て 聞 こ える の で
､ おせ ん が歌 っ て い る間 ､

ハ ッ

ク コ
- ラ ス か ､

｢ オ ノ い い ね え｣ (五 郎蔵) ､

｢ エ ゝ 合っ て ます

ね え｣ ( 円八) ､

｢ み こ とぴ っ た り｣ (久 次) ､
｢ まる て 誹 えた よ

うたの｣ (孝之 進) と ､ 次 々 に 吉 葉を発 して 単調 に陥らな い よ

うに二｢ ▲ 大 して い る ｡ な お ､ 第 1 節 ､ 第2 節と も五 郎歳が ｢ ほ

ら､ くるせ ､ くるせ ､ くるせ｣ と言 っ て い るの は
､

ハ ノ ク コ
-

ラス が 歌う ｢ 百 両｣ の 出番か くる と い う意 味て あ る｡

｢ 思 い か けなく 手に 入る｣ を省略 し､
ハ ッ ク コ

ー

ラ スが ｢ 百

両｣ とた け歌う部分は ､

｢ ハ ハ ネ ラ｣ で は ､
カ ル メ ン を取 り囲

むたは こ工 場の 女 たちや兵 隊たちか ら成るバ ノ ク コ
- ラ ス ｢(カ

ル メ ンに 惚れ られた ら) あぶな い よ P r e n d s g a r d e 畠t o l｣ の

旋律を利 用 した も の で ある (楽譜 2 ) ｡ たた し､

｢ ハ ハ ネ ラ｣

て は混声 4 部合唱 て あ るか ､
｢ 月 も月糾こ｣ て は斉 唱て ある｡

｢)i

く り ょ っ

(兵 士た ち) P r e n d s g a r d e a t o l

楽譜 2 .
｢ 月 も臆に｣ と ｢ ハ バ ネラ｣ ②百両/ あぶ な い よ

㊧ 『黙 阿禰オ ペ ラ』 の 登 場 人物 て ある五 郎蔵 ､ 円八 ､ 久 次 ､ 孝 之進 ､

おみ つ
､ 黙 阿禰 ( 新七) の 六 人 を指す｡

( お せ ん) は る か ら - え ん き - が い い わ -

( カ ル メ ン) M a l S S I J e t a l
-

m e
,

S I J e t
′

a l- m e p r e n d s g a r d e a -

ゝ

ス_

t o l
/ -

楽譜 3 .

｢ 月 も腫 に｣ と ｢ ハ バ ネラ｣ ③春か ら縁 起が い い わ え/ あた しに 惚 れ られ た ら あぶ な い よ

直 ｢ 月 も臆 に｣ は ､

｢ ハ バ ネ ラ｣ の 旋律 を若干 改変 し ､ 前打 者風 に

A の 音 を加 えて ｢ い い わ え｣ の せ り ふ を当 て は め て い る ｡

- 9 0 -
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も瀧 に｣ は, 『カル メ ン』 の キ ー

ワ
ー

ドで ある ｢ 恋｣ を ､ 『三

人 吉三』 の キ ー

ワ
ー

ドて あ る ｢ 金｣ - 巧 み に 変換 して 曲作 り

を して い る こ とがわ か る
｡

｢ 春か ら縁 が い い わ え｣ の 部分 は ､ お 嬢吉 三 の せ りふ ｢ こ

い つ あ春か ら縁起 が い い わ え｣ の うち ､ 冒頭 の ｢ こ い つ あ｣

を カ ッ トし て い る｡ お嬢吉 三 の せ りふ を全部 ｢ ハ バ ネラ｣ の

旋律に 当て はめ よ うとする と､ 音符の 数が足 り ない の て ､ お

せん が女性で あ る こ とか ら､
｢ こ い つ あ｣ をカ ッ ト した と考 え

られ る (楽 譜 3 ) 0
｢ ハ バ ネラ｣ の 旋律は､ カ ルメ ンが歌う ｢ あ

た しに惚れ られ たら あぶ な い よ｣ の うち ､ 最 後の ｢ あぶ な い

よ P r e n d s g a r d e 畠t o l｣ にク ライ マ ッ ク ス が来る ように 作ら

れ て い る｡ したが っ て
､

｢ ハ バ ネラ｣ の 旋律をなぞ っ て 歌う ｢ 月

も膿に｣ で も ､

｢ 縁 起 が い い わ え｣ の う ち､
｢ い い わ え｣ の 部

分が歌の 決 め どこ ろに な っ て い る｡
｢ こ い つ あ｣ を カ ッ ト した

こ とで
､ お嬢吉三 の せ りふ は､ うまく配分で きた｡ ただ し､

｢ 月

も臆 に 白魚の｣ の せ りふ は､ 生 娘姿の お嬢吉 三 が本 来の 男 の

声で 語 り､ お嬢吉 三 の 倒錯的 な エ ロ チ シ ズ ム を声で 表現する

ため の 大 事な部分て あ る｡ しか し､
｢ こい つ あ｣ の 部分 をカ ッ

トした こ とで ､ 両性具 有的 なお 嬢吉 三 の せ りふ は､ 女性 て あ

るおせ ん の ア リア ｢ 月 も臆 に｣ に 転生 した の で あ る｡

3 . 江戸の プリマ ドン ナの運命

『黙阿禰 オ ペ ラ』 の ヒ ロ イ ン で
､

｢ 月 も臆 に｣ を歌うおせ ん

は , 伝統邦楽の 豊か な素養をも つ
､ 江戸 の プリ マ ドン ナ で あ

る ｡ そ の 点で ､ おせ ん は､ 東京音楽学校を卒業 して ドイ ツ に

留学し､ プッ チ
ー

ニ P u c c l n l 作曲のオペ ラ 『蝶々夫人 M a d a m a

B u t t e rfly』(19 0 4) を得意と した 三 浦環 (1 8 8 4
-

1 9 4 6) の よ う

な 明治 の プリ マ ドン ナ とは異 な る｡

『黙阿禰オ ペ ラ』 の設定で は､

｢ 花火の 歌｣ を歌うおせんは､

慶応 2 年 (18 6 6) ､ 1 6 歳の と きに は､
｢ 声が い い 上 に､ 三 味線

もお上手｣ (7 4 頁) と柳橋て は評判で あ っ た
｡ そ の 翌年 (18 6 7) ､

1 7 歳の 正 月 に､ 幕府の パ リ万 国博覧会使節団 に同 行して 渡欧

し､ 当地 て オ ペ ラに 目覚め､
パ リ の ペ ル ジ ュ

ー

ル 座 に半年間

出演した (1 1 5
-

1 1 6 頁)
( 3)

｡ おせ んは
､

パ リ万博 の 日本館の コ

ン パ ニ オ ン に 必要な邦 楽 の 才が あ っ た た めに､ オ ペ ラと 出会

えたの で あ っ た｡ そ して ､ おせ んは､
｢ い い 科白が 聞きた い｣ ､

｢ 耳 に こ こ ろ よい 言 葉でJL ､ の 按摩にか か りた い｣ (1 8 1 頁) と

い う見 物衆が役 者を支え て い る歌舞伎との ア ナ ロ ジ ー に よ っ

て
､

｢ い い 唄が 聞けた ら死 んで もい い｣ (1 8 2 頁) と い う見物衆

が 歌手 を支え て い るオ ペ ラを理解 して い る (182 頁) ｡ 邦楽の

素養があるおせ んは
､ 西 洋音楽に対する コ ン プ レ ック ス をも っ

て い な い し
､ オ ペ ラ - の 理解 も 早 い の で あ る｡

おせ んは ､ 明 治 5 年 (18 7 2 ) 1 1 月 ､ 2 2 歳 の と きに 帰 国 した

(1 0 9 頁) ｡ しか し､ 江戸 か ら明 治に変わ っ て 間 もな い 日本 で

は､ おせん はオ ペ ラ歌手と して は認め られず､ 所詮 ､

｢ フ ラ ン

ス お せん｣ と呼 ばれ ､ 洋 行帰 り と珍 しが られ る芸 者に すぎ な

か っ た
｡ そ こ で

､ おせ ん は､ 帰 国 し た翌月 の1 2 月 に は､ 横浜

の ゲイ ティ座 に赴き､ オ ペ ラ歌手と して再起 をか ける (14 4 頁) 0

ま もなく オ ー

ス トラ リア の ヴァ
-

ノ ン
ー 座 に 引 き抜か れ､

7

年も の海外巡業に出る (15 2 頁) ｡ したが っ て ､ おせ んは､ ヴ ェ

ル デ ィ が 活 躍する1 9 世紀半 は の ヨ
-

ロ ツ パ の
一

流オ ペ ラ劇場

の 専属歌手 で はな く､ 太平 洋 諸国を巡 業するオ ペ ラ歌手 で あ

り､ 多少 と も歌え るな ら東洋 人 を雇 う の も厭 わ な い よ うな旅

回 り の オ ペ ラ
ー

座 の歌手 で あ っ た｡
｢ 月 も月龍に｣ も､ お せん に

と っ て は､
｢ シ ドニ

ー

で ､ ホ ン コ ン で ､ サ ン フ ラ ン シ ス コ て
､

そ して 巡 業地 - の 行き帰 りの 船 の 上 で｣ (1 7 3 頁) 口 ずさ む望

郷 の 歌で あ っ た ｡

おせ んは ､ 明 治12 年 (18 7 9) ､ 2 9 歳 の とき に2 度目の 帰 国 を

した｡ 当時の 日本 は文 明開 化 に必死 だ っ たの で ､ おせ ん は､

今度は､ オ ペ ラ が歌え るほ どの 最先 端 の 洋楽人 と して 扱われ

た ｡ ただ し､ 日本 で 本格的 なオ ペ ラ を上演する には時 期尚早

で あ っ た
｡ 明 治政府 がお せ ん をアメ リ カ に留学 さ せ るの も､

唱 歌教育の 視察と準備 の た めで あ っ た｡ しか し
､ 明治政府 の

派遣留学 生 は､
｢ 月 も臆に｣ を歌うよ うな芸 人 で あ っ て は な ら

なか っ た｡ したが っ て ､ おせ んは､ 柳 橋芸 者て もなく､ ヴ ァ
-

ノ ン
ー

座 の オ ペ ラ歌手 で も なく､ 文部 省 の 音 楽取調 掛員と い

う公 人 の 肩 書で 留学す る｡ こ の よ うに して おせ ん を留学 させ

た音楽取調 掛が､ 明 治20 年 (18 8 7 ) に は東京音楽学 校と して

開校 し､ 三 浦環 をは じめ､ 優秀な 生徒 を次々 と欧米 諸国 に留

学させ､ 日本の 洋楽界 の エ リ
ー

トを養成 して い く｡ しか し､ 『黙

阿禰オ ペ ラ』 の 作者は､ おせん の 帰 国 を明治1 5 年 (18 8 2) ､ 3 2

歳 の 秋 と設 定 した (19 0 頁) ｡ した が っ て
､ 黙 阿 禰が 引退 す る

明治14 年以後になるの て
､ ア メ リカ留学後の おせん の 物語 は､

『黙阿禰 オ ペ ラ』 には記述 され て い な い ｡ む しろ､ 柳橋出 身

の 江 戸 の プ リ マ ドン ナ と して ｢ 月 も月龍に｣ を歌い 終 え ると ､

ア メ リカ 留学と い う設定で
､ お せ ん は舞台か ら退 場させ られ

た
｡ 『黙 阿禰オ ペ ラ』 の 作者は, 明治政府の 派遣 留学生 よりも､

フ リ ー

の 芸 人 と西 洋音楽の 関係の 方 に親 しみ を感 じて い る の

で は な い か｡

4 .
｢ 月も臆 に｣ と浅草

江 戸時代 ､ 黙阿禰 が座付作 者を して い た河原崎座 ､ 中村座､

市村座 の 3 つ の 芝居小 屋 が あ っ た猿 若町 も､ お せ んが 座敷 に

出て い た柳橋も､ 現在 の 東京の 浅草界 隈に あ っ た ｡ 明 治 以後

も､ 浅草は､ 演芸場や 映画館が集まる興業街で あ っ た
｡ また､

浅草は ､ 大 正 時代 の ｢ 盛草オ ペ ラ｣ に象徴 され る よ うに､ 日

本 に おける西洋音楽の 大衆化 の 拠点で もあ っ た｡ 実は､ 『黙 阿

禰オ ペ ラ』 の 作者も､ 昭和30 年代 初めの
一

時 期､ 鹿茸 の フ ラ

ン ス 座 とい う レ ビ ュ
ー

劇場の 文芸 部で 働い て お り､ そ こ で 多

くの 作劇術 を学 んだ とい う (桐原200 1 1 0 ､ 3 4 5) ｡
｢月 も臆 に｣

は
､ 浅草 と い う江戸 時 代か ら大 衆芸能 が盛 ん な 町か ら生 まれ

た歌で あ る｡ そ して ､
｢ 月 も臆 に｣ は ､ 浅草が 育ん だ芸 能の 中

い ろ も J)

で も､
｢ 色物｣ の 系譜 に連 なる の で はな い か と筆者 は考 える｡

色物 とは､ 主 流 に 対 して 色 を添 え るも の と い う意 味で ､ 寄

席の 演 目の うち ､ 落語や 講 談や 漫 才以外 の
､ 雑 多な芸 を指す

言葉で ある｡ また､
｢ 色｣ には､

｢声 色｣ や ｢ 音色｣ の よう に､

音調や 響き と い う意 味が あ るの で ､ 色物 は ､ 音 曲, 曲芸 ､ 物

まね､ 奇術の よ うに ､ 声 や楽器 を活 用 して 客を楽 し ませ る｡



そ の 色 物の 世 界 に は､ 和 洋 の 音 渠 の ミス マ ッ チと い うア イ テ

ア と､ 和 洋 の 楽器を 自在 に 扱 え るたけの 演奏技術を駆 使 し､

日本 の 民謡 や 浪 曲と西 洋 の オ ペ ラや ジ ャ ズ を合体 させ て し ま

う音楽ク ル
ー プか い る｡ 彼 らは ､ 今日 に 至 る まて ､

｢ 0 0 ホ -

イ ス｣ と か ｢ 0 0 フ ラサ ー ズ｣ の よ うな名前て 寄席に出演し

て い る｡

そ の よう な音 楽 グル
ー プの 第 1 号 て ､ 威草 て 活 躍 した ｢ あ

きれ たほ う い す｣ と い う 4 人 細 は､ 昭和1 4 年 (19 3 9) 4 月 に

｢ 珍カ ル メ ン｣ とい う歌を レ コ
ー ド化 した｡

｢珍 カ ル メ ン｣ は ､

表 1 - A に もあ る歌舞伎 の 『切 られ 与三』 とオ ペ ラ の 『カル

メ ン』 を合体 させ て い る｡ す なわ ち､

｢ 珍カ ル メ ン｣ は ､ 有名

な ｢ 漁民 店｣ の 場 の 与 三 郎 の せ りふ ｢ お 釈迦 さ まて も気 か つ

くめえ｣ を ､ 『カル メ ン』 の ｢ ハ ハ ネラ｣ の旋律に の せて 歌 う｡

つ まり､ お 冨に 未練 の ある与 三 郎 を､ カ ル メ ン に 未 練の あ る

ドン
･ ホセ に 見 立て て お り､ そ の 点で ､

｢ 珍 カル メ ン｣ は ､
｢ 月

も臆に｣ と 同 じ趣 向なか ら ､ 男件 の ア リ ア にな っ て い る
｡ さ

らに ｢ 珍カル メ ン｣ は ､ 『カル メ ン』 の 前奏 曲や ｢ 闘牛士 の 歌｣

を取 り入 れ た り ､ 闘 牛 士と牛 の 乱 闘 シ
ー

ン を声帯模 写 て 聞 か

せ たり ､ 盛 りた くさ ん にサ
ー ビス して い る｡

こ の ｢ 珍 カル メ

ン｣ は ､
｢ 月 も臆 に｣ の 背後 に 広 かる色 物 の 世界 を教 えて くれ

る歌で ある
｡

｢ 珍カ ル メ ン｣ は ､
｢ 月 も腫 に｣ に 先 行 して

, 声色 と い う日

本 の声 の 物 まね 芸 の 伝統 の 延 長 上 に ､ オ ペ ラ をう まく軟着陸

させ た
｡

しか し､ 明治以 後 の 日本 て は､ 歌舞伎とオ ペ ラ をこ つ

た煮 に して しまう よ うな､ ソ フ ィ ス テ ィ ケ
ー

トされ た ユ
-

モ

ア 感覚は､ 不 当に低 く 評価 され ､ 演芸場 の ｢ お 笑 い｣ の 世 舛

に 押 し込 め られ て しま っ た｡

日本 の 洋 楽界 の エ リ
-

ト養成を 目指 した 東京音楽学校か､

歳旦 の 剛ーを見下 ろす よ う に ､ 上 野 の 高台 に 建 て られ た の は象

徴 的て あ る｡ 東京音 楽学 校 は､ 開校当初か ら意 図的 に 伝統 邦

楽を取 り除 い た土壌 に
､ 西 洋音楽を移植 しよ うと した｡ した

か っ て ､ 声 楽専 攻 生な らは ､ お せん の よ うに 唄 や三 味線 を什

込 まれ る こ と なく ､ 直接､ オ ペ ラ の ア リ ア を学 ぶ｡ しか も ､

日本 語訳 を用 い る威 畳オ ペ ラ とは異 なり ､ 『椿姫』 な らイ タリ

ア 語 ､ 『カル メ ン』 なら フ ラ ン ス 語 と い うよう に ､ 原語 歌唱 を

当然 の こ ととする ｡ しか も､ 東京音 楽 学校 て 学 ふた けて は ､

オ ペ ラは極め られ な い と考 え られ て い た の て
､

生徒 た ちは
､

本物 の オ ペ ラ の 歌声 を求めて ､ ヨ
ー ロ ッ パ 諸国 に留学 して い っ

た ｡

日本 に は､ 西 岸 音楽の 導 入 をめ く っ て
､

一

方 に は､ 浅 草 の

芸 人が い て ､
｢絶対 に本 物に な り得な い｣ こと を前提と し ､

｢ 永

遠 の 近 似値を追 う｣ こ と を誇り に して 声色 芸 を磨 い て い た ｡

もう
一

方 に は､ 上野 の 東京音楽 学校 に学ふ 生徒 か い て
､

｢ 絶対

に 本物 にな り待 な い｣ を禁句 と し､
｢ 永遠 の 近似 値 を追 う｣ レ

ベ ル に 甘 ん じる こ と は背徳 行為 と 心得 て ､ 本物 の 歌声 を身に

つ け よ うと留学 した｡ そ の 結果 ､ 江戸 の 残 席 の 残る浅 草 の オ

ペ ラ に は 卑近 な笑 い が 生 まれ ､ 江 戸 と断絶 し た上野 の オ ペ ラ

に は 焦燥 感 が つ き まと う｡ 『カル メ ン』 の ｢ ハ バ ネラ｣ て ､

｢L
'

a m o u r e s t u n o L S e a u r e b e11 e｣ (恋は手に負えない 小鳥)

を ､
｢ ラ ､

ム ー レ
､ タ ､ ノ ワ ソ ､ ル ベ ル｣ と ､ フ ラン ス語 の

発音 をリ エ ソ ン まで 忘れ すに カタ カナ て 表言己して い る栄譜 を

見る と (楽譜 4 ) ､ 日本 人は ､ 本物 の 西洋 の 歌声 を求 めて い る

楽譜 4 .
｢ ハ バ ネ ラ｣

フ ラ ン ス 語 の 発音 をカタ カ ナて 表記 し て い る｡

(『新編 世 界大音 楽 全集 声楽編17』 1 5 6 頁 よ り 東京 音楽之 友社､ 1 9 8 9)

- 9 2 -
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つ もりで
､ 実は声色 を追 っ て い るの て は ない か と考えさせ ら

れ る｡

以上 ､
｢ 月も臆 に｣ の 視 点か ら考 察 して み ると､ 『黙 阿禰 オ

ペ ラ』 と は､ 日本 人 の 歌声の ア イ デ ン ティ ティ の 危 うさ を告

発する音楽劇と言えるだ ろう｡

注 .

( 1 ) 『黙阿禰オ ペ ラ』 は､ こ ま つ座第3 5 回公演と して
,

1 9 9 5 年

1 月31 日か ら2 月 3 日 まで ､ 東京 ･ 渋谷の シア タ ー

コ ク ー

ン で 初演され た
｡ 栗 山民 也が 演出し､ 黙 阿禰は辻 苗長 ､

おせ ん は島田歌穂が演 じた｡ 再演も行わ れ て お り､ 本 稿

は､ こ ま つ 座 第5 7 回公 演よ り､
2 0 0 0 年10 月27 日 ､ N H K

衛星第 2 で 放送さ れ たもの を参考に した｡

( 2 ) 参考 まで に､ 2 0 0 0 年の こ ま つ 座 第57 回公 演の 『黙阿禰

オ ペ ラ』 で は ､ 明 治14 年1 2 月 2 日 夜､ 黙阿痛が お せん の

置い て い っ たオ ル ゴ -

ル に聞 き入 る場面に お い て ､ オ ル

j -

ル の ア リア は
､ テキ ス トに記され た 『ノ ル マ』 の ｢ 清

らか な女神｣ (19 9 頁) か ら､ 『カ ルメ ン』 の ｢ ハ バ ネラ｣ ､

すなわ ち ｢ 月 も臆 に｣ の 原 曲 に改められ ､ おせ ん を偲ぶ

気持ちが より強調 され て い た｡ しかも､ 黙阿禰は
､

｢ ハ バ

ネラ｣ の 旋律 を ｢ テ ン ト ン シ ャ ン｣ と 口 三 味線 で 口 ずさ

ん で い た
｡

( 3) 実際に､
パ リ万博会場の 日本館におい て

､
｢お 三 味線や

お唄 をお聞か せ した り､ 踊 りをお見せ したり｣ (97 頁) し

た柳橋の芸者衆 (宮岡1 97 8 2 9 - 3 6) が い た｡ あ るい は
､

同 じく パ リ万博で 渡欧し､
｢ ゲイ シ ヤ 劇｣ なる多分にきわ

もの 的なオ ペ ラ の 人気 に乗 じて ヨ
ー ロ ッ パ 各地 を巡業 し

た烏森の 芸 者衆 (宮岡197 8 8 7
-

9 9) が い た
｡

こ の よう

に､ 渡欧し､ 巡業する芸 者衆がおせ んに投影され て い る｡
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